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愛・地球博「和歌山県の日」実施 

 
 現在、愛知県で開催されている「2005年日本国際博覧会（愛・地球博）」において「和歌山県の

日」を実施します。 
 この日は、メイン・イベンターに本県出身のデューク更家氏（ウォーキング・ドクター）を迎え、

さまざまなステージイベントで世界遺産登録された熊野エリアを中心に本県の情報発信を行いま

す。 
 
◆主 催   和歌山県・（社）和歌山県観光連盟 
 
◆実施日  平成１７年９月２日（金） 
 
◆時間・場所・内容                                                                     

             ＥＸＰＯホール              愛・地球広場 
         （屋内会場 440人/回）         （野外会場 3,000人） 
 12:00  熊野比丘尼那智山参詣曼荼羅絵解き  奥熊野太鼓 
  桂枝曾丸和歌山弁落語  古家学＆奥熊野太鼓ライブ 
  和歌山の特産品紹介・プレゼント  熊野御幸記隊入場 
  （13:25終了）  デューク更家ウォーキングエクササイズ 
 15:00  熊野御幸記隊入場  （13:55終了） 
  知事あいさつ  
  デューク更家ウォーキングエクササイズ  
  和歌山の特産品紹介・プレゼント  
  （16:15終了）  ※ＥＸＰＯホール（ロビー）では和歌山 
 17:00  古家学ライブ    県の特産品販売を行います。 
  和歌山の特産品紹介・プレゼント  （10:00～18:30） 
  （18:15終了）  

 ※ステージイベント内容については、今後、諸事情により変更になる場合があります。 
 
◆観覧方法 
 ◇ＥＸＰＯホール 
   お客様が各ステージイベントをご覧いただくためには、整理券が必要です。インターネッ 
  トによる事前予約（数に制限あり）をいただくか、当日整理券を入手願います。 
                                                                                       
   ステージ分類  当日整理券配布 事前予約は、博覧会協会サイトへアクセス 
   開始時間(予定)  （入場券を事前に入手する必要があります。） 
   １２時の部    ９：００～   webｻｲﾄ    http：//www.expo2005.or.jp/ 
   １５時の部   １３：００～   携帯電話ｻｲﾄ http：//mobile.expo2005.or.jp/ 
   １７時の部   １５：３０～ 当日整理券は、ＥＸＰＯホール入口で配布します 

 
  ◇愛・地球広場 
      入場は自由（整理券不要）ですが、お客様の入り具合で制限がかかる場合があります。 
 



◆出演者プロフィール等 
 ◇デューク更家（デューク さらいえ／ウォーキング・ドクター） 
     '54年新宮市出身。母親の死をきっかけに、気功、運動生理学、武道、ヨガなどあらゆる 

   健康法の長所を取り入れた独自のウォーキング法を完成させ、'93年にウォーキング教室を

   開講。 
   また、一人でも多くの人に「最後まで自分の足で生きる人生の喜び」を提唱すべく、 

'01年にデュークズウォーキングセラピスト養成スクールを設立し、その育成に力を注いで

いる。現在は、テレビ・雑誌等でも活躍中。和歌山県観光大使。 
 
  ◇古家 学（ふるや まなぶ／シンガーソングライター） 
      '74年白浜町出身。'96年に日本コロムビアからデビュー。'99年には全国弾き語りキャン 

   ペーンで話題を集める。'04年に和歌山弁を題材にラップ調の「Yhoo! You're Yhoo!（よ～

   ゆわよ～）」を発表。若者層を中心に人気が高まってきている。 
   「和歌山県の日」では、「Yhoo! You're Yhoo!」の他、熊野を題材にした「IBUKI～高野 

   から熊野へ～」「YATAGARASU ROCK（ﾔﾀｶﾞﾗｽﾛｯｸ）」等を奥熊野太鼓（田辺市本宮町）との 
   セッションも行いながら披露する。 
 
  ◇桂 枝曾丸（かつら しそまる／落語家） 
       '68年和歌山市出身。'87年に五代目桂文枝師匠に弟子入り。'98年には桂小茶久改め二代 

   目桂枝曾丸を襲名し、和歌山をはじめ全国７箇所で襲名披露公演を行う。 
   地元和歌山弁を使った落語「犬の目」「動物園」「ぶらくり丁へいってくら」など発表。 

   本業の落語の他、地元ＴＶへのレギュラー出演、各種イベントの司会等で活躍中。 
 
 ◇熊野比丘尼（くまのびくに） 
   その昔、熊野比丘尼は「曼荼羅」を使って全国で絵解きを行い、熊野へ人びとを誘った。 

   「和歌山県の日」では、新宮市学芸員の山本殖生（やまもと しげお）氏と新宮市職員の 

   鈴木俊朗（すずき としろう）氏が熊野比丘尼に扮し、「那智山参詣曼荼羅（なちさんさん

   けいまんだら）」を絵解きしながら観客に熊野の魅力を説く。 
 
  ◇熊野御幸記隊（くまのごこうきたい） 
      県内外、一般から参加者を募集し、約１００名で熊野御幸記隊を結成する。時代衣装を着 

   けた参加者が山伏・貴族・女官達からなる隊列をつくり、博覧会会場に熊野詣で平安絵巻を

   再現する。 
    会場である愛・地球広場(全員)、ＥＸＰＯホール(約５０名)に登場する他、愛・地球広  

   場からＥＸＰＯホールまでを隊列を組んで移動することで、来場者に熊野詣でをアピールす

   る。 
   （参加申し込み方法等については、近畿日本ツーリスト和歌山支店（℡073-431-7224）に 

お問合せください。） 
 
◆備 考 
   愛・地球博ふるさと全国県人会まつりが９月３日、４日に日本広場で開催され、東海和歌山 

県人会のブースも出展します。なお、３日の１２時から１２時３０分、同特設ステージにおい

て和歌山県のＰＲステージを実施し、デューク更家氏がトークで熊野の魅力を語ります。 
 


